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緒 言

赤 血 球 沈降 反 慮 ノ本 態 二關 シテハ 現 在 尚 依 然 ト

シテ明 カ ナ ラ ズ ト難 モ、 ラノ速 度 昌關 係 ス ル諸 因
の

子 ハ主 トシ テ血 漿 中 二存 スル コ トハ 凡 ネ ク認 メ ラ

レタ ル トコロナ リ(1.2)。 而 シテ從 來 ウェ 貞タ ー グ
き

レー ン氏 法(以 下 ウ氏 法 卜略 ス)ヨ リ濃 厚 ナ ル盤 類

凝 血 防 止 液 ヲ加 へ(3一 β)、或 ハ 「ヘバ リン」'・"ヨツ

テ血 沈速 度)測 定 セ ル モ ノ ア リタ レド モ(7--14)・

之 等Fハ 趣 ヲ異rシ テ 、凝 血 防 止 刺 ヲ必 要最 少量

二止 メ 、 而 モ萬來 得 ル限 リ血 液 ト同性 ナ ル モ ノ ヲ

使 用 シ、 血 液 ノ 蒙 ル攣 化 ラ努 メ テ僅 少 エ保 テ西場

合 ノ赤 沈速 疫 ・"ウ氏 法 値 卜果 シテ如 何 ナ ル關 係 テ
奪
示 スモ ノ ナ リヤ。 コノ鮎 テ探 求 セ ンガ 爲 昌主}シ

テ「ヘ バfソ 」(15--34)從 トシテ絢構 酸 菩 達 ノ夫 々

少 量 テ用 ヒテ㌔ 實 験 的 粒 ビニ臨 鉢 的 観 察 ヲ試 ミタ

、リo'

第1編 貿験 方法 二就 テ

1使 用「ヘバ リン」ノ牲 能

本研究二使用 セル三共「全バ リン」ノ性能ヲ製造.

者高峯研究所李野四郎氏二從ツテ略記 ス。

使用液

先ヅ遊離「(ごバリン」二蒸溜水又ハ生理食盤水ノ

所要量ヲ加へ、硝子捧昌テ ヨク捌 纏 潰 シ・暫次

放置 シタル後遠心沈澱 シテ僅少ノ非溶解物 ヲ除去
馬 ■

シ、之テ 「アンプ レ」a封 ジテ撰氏100度30分 煮

沸滅菌 セリ。面 シテ乗室内・・:・テ本品ハ3ク 月以上

保存二堪ヘル コトヲ確認 セル後使用 セリ。

・ 翠位略定

注射針ヲ具備セル注射筒(内 穫7～8mm,容 積

1ec)中n「 ヘバ リン」ノ生理食挫 水溶液ヲα2。。迄

吸引 シ、更二家兎血液ジ耳静脈 ヨリ1.Occ迄 吸引

シ、次二注射筒テ欝カニ2同 倒立 シ氣泡 ヲ上下セ

シメ、検液 距血液テヨク混和 シタ ル後、室温昌テ

注射針ヲ上向ニシテ注射筒 テ直立静置 シ、垣分毎

昌凝固ノ有無 ヲ槍 スル。凝固ノ判定ハ注射筒ヲ水

季或パ幾分注射針 ガ下」ナル程度晶シ、輕ク指頭

、デ注射筒ヲ叩クモ流動性ヲ示サザル状 態 テ 以 テ
ス。凝固時附近ニテハ5分 徳位二観察スル。以上

ノ條件 ニテ1時 聞血液ノ凝固ヲ防止 スル02cc中

ノ「ヘバ リン」量ヲ1輩 位 卜暫定的二規定スル。

本賓験 二使用 セル三共「ヘバ リン」ハ1輩 位7r

内外 ノ十ノナ リo

本剤ハ血液 二封 シ1%水 溶液ilso容(0.2mgicc)

ニテ30。C24時 聞 ソノ凝固ヲ防止スルニ足ルoも

2實 験 方 法及 ビ實 験 資料

著者ガ上記性能ヲ有 スル「ヘバ リーン」テ用 ヒ流賀
ヨ

験 テ行 ヒ女 ル方 法 ハ下 記 ノ如 シ。 ・

先 ヅ三 共 「ヘバ リ ン」 及 ピ杓 構 酸 曹達2(Na3Cs'

HsO7)十11H20(以 下 絢 卜婚 ス)ヲ 豫 メ以 下 ノ容量

ヅ ツ「ピペ ヅ ト」ニ テ小 試 験 管 二濡 ドシオ キ 、 之等

二5ccノ 注射 器 ごテ 入 肘 窩 静 脹 ヨ リ探 取 モ ル血 液

テ夫 々所 要 ノ試 験 管 二・下記 ノ容 量 ヅ ・ソ分 注 混合 卸

り。 即 チ ギ

1)ユ%「 ヘバ リン」水 溶 液OO3cc(「 ヘ バ リ ン」0.3

mg含 有)十 血 液1・5cc〔 α2n喀/ec)'・一 ・… 略 號H。
ご

2)乾 燥 「へ 六 リン」03mg十 血 液1、Ecc〔豫 メk小試

験 管中 昌1〕 ト同 濃 同 容 ノ 「ヘ バ リン」 液 ヲ滴 下 シ

騨__38_



ノ

オ キ、著 色 「デ ンクー タ ー 」 中 昌テ24時 間 減 歴 乾

燥 セ シモ ノ ノ 中 昌、血 液 ヲ流 下 混 和 セ リ〕… … 略

稻 乾燥 法 。 、

3)「 ヘバ リ ン」0?5%ヲ 含 有 ス ル3。8%絢 水 溶 液

O.03cc+血 液1.5cc… …略 號CH。

4)3.8%拘 液008cc十 同 上 ……略 號3.8。

5)6鋤 拘 液α・εce絢 上 …一略{iEil26。

6)10%拘 液003cc十 同 上 ・…■一略 號10。

.7)2P%拘 液003cc+同 上 ……略號20。

8)封 照 トシテ3.8%拘 液0.3(0.25)cc十 血 液1・2

(1,0)cc… …略 號W。

以 上 ヲ ウ氏 「ピベ ツ!・」i=ヨ ツテ29。C～33。Cニ

テ1時 間 値 ニ ヨツ テ比 較 観 察 セ リ。 荷 操 作 中 不都

合 テ生 ズペ 爵條 件(35)ハ 物 理 學 的'='モ 化學 的 ニ モ

亦 細 菌 學 的 ニ モ可 及 的 二之 等 ヲ除 去 スペ ク努 メタ

ル ガ、 特 二硝子 器 具や 凡 テ 「ク ロ ー ム」硫 酸 ニ ヒタ

シ、蒸 溜 水 昌 テ洗 ヒ シモ ノ ヲ乾 燥 滅 菌 セ リ。 而 シ

テ血 液 ヲ流 入 セ ジ小試 験 管 ハ数 同振 量 セ試藥 トノ

混 和 ヲ確 認 シタ ル後30分 以 内 ニ ウ氏 「ピペ ツ ト」

昌 テ3同 掩 拝 シ、3同 吸 ヒ上 ゲ、4同 目 テ操 立 セ

シ コ トヲ附 記 ス。

以上 ノ方 法 ガ能 ク 所 期 ノ實 験 ヲ行 フ債 値 ア リヤ

否 ヤ ヲ槍 スル 爲 汗・ 昭 和16年5月 ヨ リ同18年4月

昌亙 リ慶 慮 義 塾 大 學 警 學 部 、傷 痩 軍 人聯 奈 川 療 養

所 、 及 壁東 京 都 立 豊 多 摩 病 院 二於 テ健 康者 虹 ピ出

患者 ニ ツ イテ 、次 ノ諸 吟 味 ヲ行 へ 垢

3賀 験 方 法 ノ 吟 味

1)「ヘバ リン」液ノ容量ノ攣 動ニヨル影響(36～
ξ38)

先ヅ同一採取血液 ヲH法 ト乾燥法ノ小試験管二

分注 シ同時 二併立試験ラ行 フニ第1表 ノ如クニ シ

テ、許容サノ癖 鰍 麺 綱 ヲA-× ・論+

1mm(併 立 値 ノ大 ナ ル方 ヲAト ス)以 内 トス レバ

(39)之 ヲ超 過 セ シモ ノ(表 中w印 ニ テ示 ス)全23例

中4例 、EP17.4%ナ リ。O・03ccノ 水 分 ラ含vザ ル

乾 燥 法 ガH法 ヨ リ邊 延 セル モ ノ・〉・7例30・4%=,シ

テ 、 乾 燥 法 ハH法 ヨ リヤ ヤ促進 セ ル傾 向 テ示 ス ニ

止 マ リ、O.03ccノ 水 分 ノ影 響 ハ 僅 少 ナ%・

同様 ニ シレー 定 濃 度 ノ「ヘ バ リン1液O.03ccヨ リ

O.06ecノ 間 二於 テハ第2表 ラ如 ク ニ シテ 、奎25例

櫓 翻9外36%ナ1キ ・

又CH法 二就 テ ハ第3表 ノ如 ク:・シテ、 同 ジク

全26例 中超 過 例10例 、3&5%ナ リキ。

以 上 ニ ヨ リ「ヘバ リン」液 ノ僅 少 ナ ル容 量 ノ憂 化

ハ 赤 沈 値 二著 シキ影 響 テ及 ボ ス コ トナ シ。

2)「ヘ パ リン」濃 度 ノ愛 化 ニ ヨル影 響(40--46)

乾 燥 法 ニ ョ リ各 種 ノ 濃度 二「ヘ バ リ ン」テ含 有 ス

ル血 液 二就 テ併 立 試 験 テ施 行 セ シニ第4表 ノ如 ク

嘉 シテ、0.2m9!㏄ 以 内 モ於 テ ハ 夫 々 ノ値 二 大 差

ナ ク 、11例 中w印1例 ナ リ。OAmg/.、1,0mg!㏄ 二

於 テハ 赤 沈 値 モ夫 々漸 増 ス ル傾 向 ヲ示 セ リ(高 度

促 進 値 二於 ク ル逆 韓 現 象(14)二 就 テ ハ後 編 参 照)

次 二CH法 二就 テ各 種 ノ低 濃 度 ニ テ 併立 試 験 テ

施 行 セ シ結 果 ハ第5表 ノ如 クニ シテ 、12例 中超 過

例2例 ナ リキ。
そ

以上ニ ヨリ「ヘバ リン」濃度ノ僅少ナル攣動ハ赤

沈値 二著 シキ影響 テ及款 コ け シ。

3)「ヘバ ジぞ」ノ赤血球形態(溶 血)ヘ ノ影響

乾燥法ニ ョリ「ヘバ リン」テ各種ノ濃度二含有 セ

ル血液及W氏 法ノ血液 ヲ探血後2時間、6時間、24

時聞放置セル後夫 々二就テ塗抹標本 テ作 リ桑實歌

赤血球ノ数 テ400倍 搬大ニテ鏡検集算 セリ。敦 人

ノ健康者血液ニ ョツテ合計90N鏡ta#iレ ニ、-nt

野申ノ総赤血球数ハ約60ニ シテ ソノ 中ノ桑實歌

赤血球数ハ第6表 ノ如 シ。,

第1表H法 ト乾燥法aヨ ル併値(職)
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nw=101

柱 ニ モ1時 聞 テ シテUtgi淡 赤色 ノ溶血 ヲ認 ム。 以

上 帯 ヨ リ血 液 二封 シO・2mgiec附 近 ノ濃 度 ノ 「ヘバ

リ ン」 パ 赤 血球 ノ攣 形(溶 血)二 封 シ實際 上 殆 ン ド

之 テ無硯 シ得 ル モノ ト認 ム。 。
ま

・4本 「～Sリ ン 」少 量 法 ノ 安 定 慶 ノ 吟 味

(併 立 試 験)(13、47、48)

「ヘ バ ユ ン」ノ濃 度 及 ピ容 量 轟就 テハ實 験 方浩 二

封 ス ル吟殊 ヨ リ シテH法 テ理論 的 及 ビ臨 鉢 的 二遭

當 ナ ル モ ノ ト認 メ、 コノH法 トW法 ノ併 立 試 験 テ

夫 々別 々二施 行 シ(第7、8衷X爾 法 併 立 値 ノ攣 動

程 度(家 定 度)ヲ 最大 許容 愛 動 範 園及 ゼ李 均 百分 率

偏 差(49)ノ 爾 面 ヨ リ比 較 観 察 セ リ。 ソノ結 果 テ要

約 ス レバ次 ノ如 シ。

1)先 ヅ最 大 許 容攣 動 範 園 ジ越 エ タ ノレモノ ノ数 テ

第7、8表 ヨ リ集 算 ス ル ニ第9表 ノ如 シ'

之 ニ ヨツ テPHトPw及 ビP'HトiP'wb?Ystes

ノ修 正a從 ツ テ比 較 ス レバ(50)、

t=1/X2=:一`O.206F(t)=0こ082.・..P=・0.836

帥 チPHbPw・=有 意 ノ差 ア リ レ 認 メ ジ レズ。

又tiニVXTi2=0ユ29F(t')=O.052.・.pt=o.896

ぐ 邸 チPiHトP'w二 於 テ モ有 意 ノ差 ア リ トハ認

メ ラ レズo
ト の り

以上H法 卜W法 トヲ併立値二於ケル最大許容愛

動範園ラ超エタルモノノ数昌就テ比較スルニ、全

例二於 テモ亦50mm以 下二於 テモ有 意 ノ差ヲ認

ぞズ。但 シ50mm以 下二於テ・・51㎜ 以上晶於
奄

ク ル 旦 リ愛 動 少 キ傾 向 テ示 セノLコ ㊤爾 法 トモ同檬

ナ リ0

2)…次二併 立 値(之 ヲA,B♪ ス)ノ 百 分 率 偏 差 テ

PD,ソ レ等 ノ李 均 百分 率偏 差 テ】虹 トシ、添字 ・nヨ

ツテW法 、H法 ヲ示 セバ 、

㍉　2A十B>-BfPD= ×100
ih(A+B

響 毎

__43__



麗=,ΣPI)
n、

砲=± 竺 _
γ2n

.但 シnハ 併 立 数

ニ シテnw==101
、

nH監86以 上 第7、8

表 ヨ リ 計 算 ス レ

ノf、 ,

ll

第9表H法 併立試験 トW法 併立試験 ノ比 較'

5=㎞ 以上一就テ 論 例一36・S%'禮 」勿』聯 幻

顯著 ナル麓動例 コ遡"£Pt

(7β表 中 ノ+)・ 「き6証

Mw=6.226Mw==O.437

MH=4.386MH激0.334

__2近w一 蜘=_2聖 雲 塾L=9β
(Mw-MH)γbMw2+6騨

ぎ

講 一a31>3

邸 チMHハMwヨ リ大 ナ ラザル コbヲ 認 メ得 タ

リo・

以上何 レノ側 ヨリ観ルモ、H法 ハ併立試験晶於

クル愛動 ノ程度(安定度)二關 シテハW法 ト差異テ

認メ難 シ。
ぜ ア マ

⑦H法 ハ以上ニヨリ併立試験ノ成績ヲ寵載セズ
、

(13)。

又2/4以 下 ノ諸 法 二就 テ モ併 立 試 験 ハ特a之

ヲ行 ハ ズ(6)ガ t

5結 語

三 共 「ヘ バ リ ン」ヲ使 用 セル ニ、

1)「ヘバ リ ン」液 ノ僅 少 ナ ル容 量 ノ攣 化 ハ 赤 沈 値

二大 ナ ル影 響 ラ及 ポサ ズ 。

2)「 ヘ バ リン」ノ僅 少 ナ ル 濃 度 ノ攣 化 ハ赤 沈 随 二

大 ナ ル影 響 ヲ及 ポ サズ 。

3)「ヘバ リン」ノ濃 度 ノー 定 度 以 上 ノ増 加 ハ赤 沈

値 ヲ促 進 ス ノ誤傾 向 ヲ示 ス。

4)血 液 二樹 シO.2mglecノ 「ヘ バ リ ン」 ノ・殆 ド溶

血 現 象 テ認 メ ッごル モ、1mglec"於 テ ハ之 ヲ認 ム。・

5)1輩 位7γ内外 ノ「ヘ バ リン」ヲ用 ヒタ ル場 合 、.

血 液 二封 シ1%水 溶 液 ヲ5・容(O・2tngtee)ヲ 混 和 ス

ル テ適 當 ト認 ム◎

8)著 者 ノ 「一バ リ ン」蝿 法(1%「 一ノN・リン」水

溶 液O.03cc十 血 液1.5ec)ノ 安 定 度 ハ ウエ ス タ ー

グ レー ン氏 法 卜有 意 ノ差 ナ シ。

7)劇 ヘバ リ ン」少 量 法 ハ實 験 的 貌 ビ ニ臨 肱 的n

ダ

ウ氏法 ト比較 セン トスル以後ノ目的二能 ク堪ヘル
ゆ

モ ノ ナ リ ◎ ,

本 論 旨 ノー 部 ハ第20同 日本 結 核 病 學會 紬 會 二於

テ述 ペタ リo} .。
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必要 ナル通知 ヲ受 クo

一 、 乙倉 員ハ 會 費一 ケ 年六 圃 トシ學 會 二關 ス

ル必 要 ナル 通 知 ヲ受 〃ル モ検 闘 緩 ノ配 布 ヲ

受 ケズo' //,、

一 、 倉 員ハ 甲、 乙何 レカ ヲ選撰 シ至 急 會 費 ヲ

爲 替 ニ テ御 邊 金 下 サ イも

O此 際 新 會 員 ノ 申込 ミ高 モ 慮 ズ ルPFa.致 シマ シ

タo

ぎ ゆ
習 報

O目 下 ノ非常経濟歌 態 ノ下"、 從 來 ノ方式=封

ル槻蘭誌「結核」ノ嚢行ハ不可能二陥 ツタタメ、

在京幹亭 會二諮 リ、壌西醤學鳶 端「結核」ノ嚢行

ヲ委託 シ㌧ シタ。

獅

!

ゑ

O「 結核」ハ臼下 ノ島從前通 り月品同爽行 シ得 ル

見込 ミデアリ㌔ ス。

○ 從前 ハ著者 己尉 シ別冊 ノ需 亀廉 ジマシタガ、

目下印崩困難 ナ貼 カ ラ、當分之 ヲ中止 シマスo

奪

__45__




